
 

第４回 令和元年度大規模盛土造成地防災対策検討会 議事概要 

 

日時：令和元年１１月２５日（月）10：00～12：00 

場所：中央合同庁舎３号館６階都市局局議室 

 

１．開 会 

 

２．議 事 

（１）最近の取組状況について 

①  令和２年度予算概算要求概要について 

・事務局より、資料１-１「令和２年度予算概算要求概要について」に基づき説明があった。 

・これに対し、委員より、対策工事における住民負担について質問があり、事務局より回答があっ

た。また、委員より、災害リスクを踏まえて住民に対策を促していく方策について発言があった。 

 

②  大規模盛土造成地防災対策の実施状況について 

・事務局より、資料１-２「大規模盛土造成地防災対策の実施状況等」に基づき説明があった。 

・これに対し、委員より、造成年代調査の位置付けについて質問があり、事務局より回答があった。 

 

（２）検討会報告（骨子案）について 

・事務局より、資料２-１「令和元年度大規模盛土造成地防災対策検討会報告（骨子案）」に基づき説

明があった。 

・さらに、事務局より、資料２-２「今回ご意見いただきたい事項」に基づき説明があり、これに対

し、各項目について、委員より以下の発言があった。 

・「１．地方公共団体と宅地所有者等の役割分担」について 

行政の関与の必要性は公共性や緊急性から説明できるのではないか、公共性については被害

規模や地域状況、公共施設への影響等により整理できるのではないか 等 

・「２．大規模盛土造成地マップの更新・周知等」 

マップ作成段階における現地確認が重要であること、マップの精度やその後更新することを

踏まえた適切な周知を行うべきこと、関係業界への周知が必要 等 

・「３．大規模盛土造成地の安全性把握の促進」 

第二次スクリーニング計画の作成の際の現地踏査が重要であること、宅地以外の他のインフ

ラの補修履歴等も確認することが望ましいこと 等 

・「４．住民や民間等と連携した点検等の仕組み」 

変状の経年変化についても着目する必要があること、民間が保有するデータを活用すること

が望ましいこと 等 

 

（３）その他 

・事務局より、資料３「今後のスケジュール（案）」に基づき説明があった。 

 

３．閉 会 

（以上） 


